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八
月
三
十
日
（
日
）
に
、「
こ
ど
も
江
東
歳
時
記 

二
〇

一
五
・
夏
」
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
田
波
郷
記
念
館「
江
東
歳
時
記
」賞
、読
売
新
聞
社（
後

援
）
賞
、
そ
し
て
風
景
賞
の
三
つ
の
大
賞
の
ほ
か
、
選
者

の
髙
田
正
子
氏
（「
藍
生
」
会
員
）、大
谷
弘
至
氏
（「
古
志
」

主
宰
）、
大
西
み
つ
ぐ
氏
（
写
真
家
）
に
よ
る
特
選
、
入

選
に
選
ば
れ
た
二
十
二
名
の
児
童
が
会
場
に
集
ま
り
ま
し

た
。

【
講
評
】

　
片
白
草
は
花
が
咲
く
と
と
も
に
、

葉
の
片
面
が
白
く
な
る
不
思
議
な
植

物
。
そ
の
白
さ
が
大
空
を
ゆ
く
雲
と

同
じ
だ
と
い
う
詩
的
な
発
見
が
あ

る
。

　
　
　（「
古
志
」主
宰
　
大
谷
弘
至
）

【
講
評
】

　
毎
日
水
や
り
を
し
て
大
切
に
育

て
て
き
た
ひ
ま
わ
り
な
の
で
し
ょ

う
。
一
つ
二
つ
三
つ…

…

、
こ
れ

か
ら
ま
だ
ま
だ
咲
く
の
で
す
。
き

ら
き
ら
し
た
真
夏
の
始
ま
り
。
ひ

ま
わ
り
と
一
緒
に
太
陽
を
仰
い
で

い
る
よ
う
な
句
で
す
。
　
　
　
　

　
　（「
藍
生
」
会
員
　
髙
田
正
子
）

【
講
評
】

　
実
際
の
砂
町
銀
座
商
店
街
入

口
の
風
景
。
作
者
は
空
を
見
上

げ
し
ば
ら
く
呆
然
と
し
つ
つ
、

夕
食
の
温
か
な
家
族
の
風
景
を

連
想
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
オ
レ
ン
ジ
色
が
印
象
的
。

奥
行
感
の
あ
る
構
図
も
い
い
で

す
ね
。

　
　（
写
真
家
　
大
西
み
つ
ぐ
）

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



作
品

募
集

受
講
生

募
集

石
田
波
郷

■日程・カリキュラム■
　
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
人
気
の
俳
句
実
作
講
座
、

今
年
の
秋
は
俳
句
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
初
心

者
の
方
を
対
象
と
し
た
入
門
ク
ラ
ス
を
実
施
し
ま

す
。

　
全
く
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
受
講
で
き
る

よ
う
、
俳
句
の
基
礎
か
ら
始
め
、
最
後
は
句
会
を

目
指
し
ま
す
。（
初
心
者
の
方
以
外
も
お
申
込
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

■募集要項■

★申込は 9月 24日（木）までとなっておりますが、申込状況に
　より 25日以降も受付ます。詳しくはお問合せください。

　
今
年
も
、
石
田
波
郷
を
し
の
ぶ
「
は
こ
べ
ら
」

俳
句
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
作
品

が
大
賞
に
選
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
皆
様
の
投

句
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

★この講座は宿題と、講師による添削があります。
　また、カリキュラムは予定のため、変更になる可能性があります。

【日    程】平成 27年 10月 31日（土）
                    ～平成 28年 2月 6日（土）　
【回    数】  全 7回
【時    間】13:30～ 15:30
【場    所】砂町文化センター　第 1会議室
【定    員】25名
【受講料】7,500円（全 7回分）
【教材費】　 400円（全 7回分）

☆講座基本情報☆

★申込・お問合せ先
　砂町文化センター　Tel:03-3640-1751　Fax:03-5606-5930





　砂町をめぐる都営バス、第2回目は両国駅から
葛西橋を結ぶ両28系統を紹介します。
　両28系統は、第1回の都07系統と同じく、元は
都電29系統として千代田区の須田町と葛西橋
(現在の旧葛西橋)を結び運行されていました。
　昭和47年の都電廃止により草28系統として
始発を神田駅に延長し、長らく走り続けました
が、平成12年に神田駅～両国駅間が廃止、短縮
され路線名も新たに両28系統となりました。
　平成12年は都営地下鉄大江戸線が開業した
年で、この開業により地下鉄と並行する都営バス
路線はバッサリと切り捨てられ、多くの路線の見
直しがされました。大深度の地下鉄よりも、東京
の街並みを眺めて移動できるバスのほうが、人
にやさしい交通機関とも言えるのですが・・・。
　話題を両28系統に戻しましょう。
　都電代替路線である本路線は運行時間が他

の系統より長い(朝早くから夜遅くまで運行され
る)のが特徴です。
　23時以降に1本だけ運転される最終バスは両
国駅からではなく錦糸町駅から発車し、葛西橋を
超えて江戸川区の第6葛西小学校前まで運行さ
れます。この不思議な運転区間は第1回の都07
系統の最終バスが過去に第6葛西小学校のすぐ
近くにある江戸川車庫まで運転していたものを
肩代わりしているためです。
　なお、8月1 7日月曜日から葛西橋が工事に
入ったため、当分のあいだ、葛西橋行きは運転さ
れず、東砂6丁目を終点とする事になりました。
（2年間の予定）
　見慣れない行先のバスが走りますが、北砂2丁
目をはじめ砂町文化センター最寄りのバス停に
は今まで通り停車しますので、安心してご利用く
ださい。


